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甲賀市政

4 年目の予算

各会計別予算額《総括》　　（単位：千円・％）

年度
会計名 20年度 伸率

一　　般　　会　　計 31,950,000 △ 2.4

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 8,110,000 1.2

老 人 保 健 医 療 ８19,000 △ 89.7

後 期 高 齢 者 医 療 1,213,000 皆増

介 護 保 険 4,250,000 2.8

公 共 下 水 道 事 業 3,800,000 △ 21.1

農 業 集 落 排 水 事 業 1,444,000 44.4

土 地 取 得 事 業 414,700 2,558.3

野洲川基幹水利施設管理事業 15,016 △ 17.4

鉄道経営安定対策基金 21,900 271.2

鉄 道 施 設 整 備 基 金 44,000 3.0

国民健康保険診療所 531,600 2,505.9

小　　　　計 20,663,216 △ 20.7

企
業
会
計

病 院 事 業 1,040,488 △ 43.6

水 道 事 業 4,725,564 △ 5.1

小　計 5,766,052 △ 15.5

合　計 58,379,268 △ 11.1

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算とする。

歳出

総務費

44億2,099万円
（1人 46,148 円）

民生費

81億1,360万円
（1人 84,148 円）

衛生費

38億6,392万円
（1人 40,333 円）

労働費

2億1,321万円
（1人 2,226 円）

農林水産業費

14億0,502万円
（1人 14,666 円）

消防費

12億3,913万円
（1人 12,935 円）

公債費

51億8,444万円
（1人 54,117 円）

商工費

4億8,932万円
（1人 5,108 円）

土木費

28億7,562万円
（1人 30,017 円）

議会費

2億7,023万円
（1人 2,821 円）

教育費

37億7,452万円
（1人 39,400 円）

グラフ
で

みる
平成20年度

一般会計 319億 5千万円 予算決まる

　

平
成
20

年
度
の
甲
賀
市
一
般
会
計
予

算

は
、
３

１
９

憶
５

０
０

０

万

円
。

対

前

年

度

比

マ

イ

ナ

ス

2.4

ポ

イ

ン

ト
、

８

億

円

の

減
。

11

の

特

別

会

計
・

２

つ

の

企

業

会

計

を

あ

わ

せ

た

総

額

は
、

５
８
３
億
７
９
２
６
万
８
０
０
０
円
で
対
前

年
度
比
11

．
1

ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
も
受
け
て
、

地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
甲
賀
市
に
と
っ
て
み
れ
ば
市
政
４
年
目

の
当
初
予
算
と
な
る
だ
け
に
、
こ
の
４
年
間

の
歳
入
・
歳
出
予
算
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し

て
み
ま
し
た
。

市
民
の
く
ら
し
、
福
祉
優
先
に
…

県支出金

19億2,152万円

歳入

市税

144億1,208万円

地方譲与税

4億6,400万円
交付金

17億9,500万円

地方交付税

52億2,000万円

国庫支出金

152,511万円
国庫支出金

15億2,511万円

市債

24億9,400万円

その他収入

41億1,828万円

万円未満は 4捨 5入

対前年度比  8 億円の減

市税は景気が回復基調にあることで増加傾向にあります。地方交付税などは三位一体改革などの

影響で減少傾向にあります。

教育費や土木費は大型事業の進展に伴い、減少しています。民生費は厳しい財政状況の中ほぼ

一定額が維持されています。
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平
成
20
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
付
託
さ
れ
た
予

算
特
別
委
員
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
り
各
部
局
に
詳
細
な
説
明
を

求
め
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
の
な
か

「
総
合
計
画
の
実
現
」
を
目
指
す

　

厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
健
全
な
財
政

運
営
を
最
優
先
さ
せ

る
こ
と
が
、
総
合
計

画
の
推
進
「
人
、
自

然
、
輝
き
つ
づ
け
る

あ
い
甲
賀
」
の
目
標

実
現
の
た
め
の
最
善

の
手
法
で
あ
り
、
平

成
20

年
度
を
「
有
徳

の
精
神
と
創
造
の
価

値
づ
く
り
」
を
目
指

し
「
こ
う
か
の
自
治

創
造
の
年
」
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
」
を
基
本
と

し
、
現
場
第
一
主
義

の
枠
配
分
方
式
に
転

換
し
、
各
所
管
で
の

◎野田　卓治 ○石川善太郎 　山川　宏治

　橋本　律子 　中島　　茂 　白坂萬里子

　安井　直明 　中西弥兵衛 　河合　定郎

　加藤　和孝 　小松　正人 　辻　　金雄

　藤井　克宏 　朏　　藤男 　林　　勝彦

こうか自治 創造の年
健全財政の 確立を最優先

事

務

事

業

の

徹

底

し
た
見
直
し
を
も
と

に
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
編
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
市

民

に

対

し

て
、

健

康
、
福
祉
、
教
育
に

お
け
る
「
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
」
を

予

算

の

核

と

し

な

が

ら
、

前

年

度

比

2.4

ポ

イ

ン

ト

減

の

３
１
９
億
５
千
万
円

の
緊
縮
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会

で
は
質
疑
が
集
中
す

る
な
か
、
反
対
討
論

と
し
て
、
「
同
和
減

免
は
市
民
に
理
解
が

得
ら
れ
る
の
か
、
未

活
用
の
市
有
地
を
ど

う
活
用
す
る
の
か
、

臨
時
保
育
士
の
単
価

据

え

置

き
、

ま

た

削
っ
て
は
い
け
な
い

予
算
が
減
に
な
っ
て

い
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
賛

成
討
論
で
は
、
「
地

方
交
付
税
、
県
の
補

助
が
減
る
中
、
緊
縮

予
算
と
な
っ
て
い
る

が
民
生
費
で
19

年
度

と
ほ
ぼ
同
額
が
計
上

さ
れ
る
な
ど
、
福
祉

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
予
算

を
よ
り
有
効
活
用
し

よ
う
と
す
る
苦
渋
の

選
択
を
さ
れ
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

目
標
実
現
に
向
け
た
主
な
事
業
、
施
策

◎委員長 ○副委員長

外国語通訳の設置　２人→３人に 7,965

外国籍住民生活ガイド作成補助　（新） 950

後期高齢者医療事業＜繰出金＞　（新） 744,339

手話通訳の設置　１人→２人に 4,029

障害児早期療育支援事業　１人→２人に 12,279

災害時要援護者避難支援システム構築 5,000

家庭児童相談員の設置　１人→２人に 4,545

児童手当支給事業 805,978

福祉医療給付事業　中学生まで入院費無料化 563,943

母子保健事業　妊産婦無料検診２回→８回に　 37,375

放課後児童クラブ支援事業 44,390

こんにちは赤ちゃん訪問事業　（新） 2,080

予防接種

（中学１年、高校３年の麻しん接種）事業 90,931

やまのこ事業（子どもの森）　（新） 7,011

新名神高速道路環境監視事業　（新） 19,935

水口城跡周遊道路整備事業 1,800

甲賀広域行政組合負担金〔清掃・清掃建設〕 896,632

資源ごみ収集運搬業務委託 323,372

廃プラスチック類リサイクル事業　（新） 10,000

ごみ辞典作成　（新） 4,200

生活の安心感を、みんなで育てる目標 １ （単位／千円）

枠
配
分
方
式
に
よ
る
初
の
予
算
編
成

自然を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ目標 2 （単位／千円）

市道新設改良事業 398,605

国道１号平面交差点整備事業　（新） 24,808

コミュニティバス運行事業補助 240,600

土地区画整理事業助成（寺庄駅周辺） 50,200

スポーツの森公園（陸上競技場）整備事業 225,258

上水道事業＜繰出金＞ 216,033

公共下水道整備事業＜繰出金＞ 841,998

農業集落排水事業＜繰出金＞ 547,689

甲賀広域行政組合負担金〔消防・消防建設〕 1,005,097

自主防災総合補助 8,400

防犯灯新設事業・設置補助 3,515

電算室移設事業　（新） 98,660

まちづくり交付金事業（甲賀駅周辺地区） 80,554

まちづくり交付金事業（寺庄駅周辺地区） 113,116

安全で快適な生活の基盤を整え、まちの活力を高める目標 3 （単位／千円）

農地・水・環境保全向上対策事業 52,258

中山間地域直接支払交付金 37,153

茶生産振興対策補助 16,230

鳥獣害指導員の設置　（新） 1,746

ニホンザル個体数調整業務委託　（新） 3,000

狩猟免許取得支援補助　（新） 50

まちづくり交付金事業（長野地区） 100,344

観光ガイド改定版作成　（新） 1,500

観光協会補助 14,840

経済振興特区推進事業（信楽陶器） 11,620

信楽焼振興事業補助 10,688

（仮）くすり学習館整備事業　（新）　　　 149,400

商工会事業補助 42,280

中心市街地活性化事業補助　（新） 10,000

地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす目標 4 （単位／千円）

図書館システム統合業務委託　（新） 11,000

全国スポレク祭開催事業　（新） 7,000

土山室内運動場改修事業　（新） 64,400

広島平和記念式典参加補助　10 人→ 15 人に　　550

綾野小学校耐震補強・大規模改造事業（新）214,000

外国人児童生徒教育支援員の設置

２人→３人に   6,000

自然体験活動推進事業 1,665

たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる目標 5 （単位／千円）

区事務活動・地域区長会交付金 60,269

市民活動支援補助 2,000

広報あいこうか発行 37,606

甲賀ケーブルネットワーク番組広告料 32,738

滞納処分強化事業　（新） 100

補償金免除繰上償還　（新） 141,255

まちづくり基金積立金 793,158

市民と行政の協働により、まちの成長力を高める協働の目標 （単位／千円）

●予算特別委員会委員（議席番号順）

予
算
特
別
委
員
会
の
審
議
状
況

市民活動支援公開審査会状況

予算特別委員会

甲
南
町
池
田
に
設
置
さ
れ
た

新
名
神
環
境
監
視
施
設

集

中

審

議
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

水
口
市
民
病
院
の
診
療
所
化
な
ど

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

人事・条例・予算・意見書・請願　ほか

条
例
制
定
、
新
年
度
予
算
案
な
ど

　

人
事
、
条
例
の
制
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
20

年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
と
事
業
会
計
、
平

成
19

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
、
合
計
66

議
案
が
提
案
さ
れ
、

６
日
と
25

日
の
本
会
議
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
の
審
議
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

議案で審議したもの
安 心・ 安 全 の 協 働 の ま ち づ く り に 向 け て

　
人　

事

　
◆
宮
木
道
雄
教
育
長
が
３
月

末
で
辞
職
す
る
の
に
伴
い
、

残
任
期
間
の
教
育
委
員
会

委
員
に
、
國
松
嘉
仲
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
予
算

◆
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論
＝
安
井
直
明

賛
成
討
論
＝
藤
井
克
宏

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
土
山
定
信

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

予
算

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
土
山
定
信

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
林
勝
彦

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

予
算

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金

特
別
会
計
予
算

◆
鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計
予
算

（
以
上
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特

別
会
計
予
算

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
鵜
飼
勲

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
病
院
事
業
会
計
予
算

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
鵜
飼
勲

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
水
道
事
業
会
計
予
算

反
対
討
論
＝
小
松
正
人

賛
成
討
論
＝
松
本
昌
市

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

　

（
賛
成
多
数
に
て
同
意
）

　

國く
に
ま
つ松
嘉よ
し
な
か仲
氏
の
略
歴

昭
和
15

年
10

月
18

日
生
れ
。

現
在
近
江
八
幡
市
鷹
飼
町
に

在
住
。
県
立
草
津
高
校
教
頭
、

県
教
育
委
委
員
会
事
務
局
教

育
次
長
、
近
江
八
幡
市
教
育

長
を
歴
任
。

　
条
例
の
制
定

◆
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例

反
対
討
論
＝
安
井
直
明

賛
成
討
論
＝
加
藤
和
孝

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
新
名
神
高
速
道
路
環
境
監

視
基
金
条
例
（
新
名
神
沿

線
の
大
気
・
騒
音
を
測
定

監
視
す
る
た
め
の
基
金
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

（
隣
保
館
・
総
合
セ
ン
タ
ー 　

条
例
の
一
部
改
正

◆
農
業
委
員
会
の
選
挙
区
定

数
条
例
（
土
山
選
挙
区
＝

現
行
４
か
ら
３
に
、
甲
南

選
挙
区
＝
現
行
４
か
ら
５

に
）

◆
行
政
組
織
条
例

◆
市
職
員
の
修
学
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
を

減
額
す
る
条
例

◆
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

◆
農
村
公
園
条
例

◆
都
市
公
園
条
例

◆
公
園
条
例

◆
終
末
処
理
場
条
例

◆
市
立
学
校
条
例

◆
奨
学
資
金
給
付
条
例

◆
市
立
幼
稚
園
条
例
（
預
か

り
保
育
の
実
施
）

◆
公
民
館
条
例

（
以
上
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
加
藤
和
孝

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

　

平
成
20
年
第
一
回
臨
時
会

が
2
月
12
日
開
か
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
、
水
道
事
業
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
、
平
成
19
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

第
一
回
臨
時
議
会

◆
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
改
正

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
保
育
園
条
例

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
育

成
手
当
条
例

反
対
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
敬
老
金
条
例（
5
0
0
0
円

を
3
0
0
0
円
に
）

反
対
討
論
＝
安
井
直
明

賛
成
討
論
＝
辻
金
雄

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
在
宅
障
害
児
福
祉
手
当
条

例反
対
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
条
例

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
加
藤
和
孝

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

　
契
約
の
締
結

◆
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
陸
上

競
技
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

新
築
工
事
（
株
式
会
社
フ

ジ
サ
ワ
建
設
と
請
負
契

約
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

  

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
信
楽
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理

を
保
護
者
会
に
指
定

◆
貴
生
川
駅
南
駐
車
場
管
理

を
株
式
会
社
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
に
指
定

（
以
上
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

を
統
一
化
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
診
療
所
条
例
（
水
口
市
民

病
院
を
19

床
の
診
療
所
に
）

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
鵜
飼
勲

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の

日
条
例
（
７
月
31

日
を
「
誓

い
の
日
」
と
す
る
も
の
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

号
）
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案

が
全
員
賛
成
に
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
道
路
特
定
財
源
の
安
定
的

な
確
保
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案=

岩
田
孝
之
）

　

反
対
討
論=

安
井
直
明

　

賛
成
討
論=

酒
巻
昌
市

　

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆人事・・・・・・・・・・１件

◆条例制定・・・・・・・・６件

◆条例の一部改正・・・・・20 件

◆新年度予算案・・・・・・14 件

◆平成 19 年度補正予算 ・・12 件

◆指定管理者の指定・・・・２件

◆契約・・・・・・・・・・１件

◆市道路線の認定・・・・・１件

◆議員提案による条例改正・２件

◆議員提案による意見書・・４件

◆市民からの請願・・・・・３件

　提案された議案は、すべて本会議で採決され

ます。議員は、賛成なら起立し反対なら着席し

たままで態度をあらわします。議員として、一

番大事な仕事です。（写真は、今議会の採決風景）

議案採決の議場

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

◆
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

◆
鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
以
上
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

　
議
員
提
案

◆
市
議
会
議
員
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

（
議
員
報
酬
月
額
を
五
千
円

　
市
道
路
線
認
定
議
決

◆
貴
生
川
35
号
線
、
貴
生
川

36
号
線

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

　
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

◆
公
共
下
水
道
事
業
補
正
予

算
（
第
３
号
）

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

減
額
）
＝
提
案
・
岩
田
孝

之
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
市
議
会
議
員
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

（
議
員
の
費
用
弁
償
の
一
部

を
廃
止
）
＝
提
案
・
安
井

直
明

反
対
討
論
＝
福
西
義
幸

賛
成
討
論
＝
山
岡
光
広

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

　
意
見
書

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

へ
の
国
庫
補
助
を
求
め
る

意
見
書
（
提
案
＝
山
岡
光

広
）

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
と
別
立
て

診
療
報
酬
を
や
め
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
（
提
案

＝
山
岡
光
広
）

反
対
討
論
＝
土
山
定
信

賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
米
兵
に
よ
る
女
子
中
学
生

拉
致
暴
行
事
件
に
対
す
る

意
見
書
（
提
案
＝
安
井
直

明
）

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
滋
賀
県
の
「
財
政
構
造
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
見
直

し
、
県
民
生
活
を
守
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
（
提

案
＝
安
井
直
明
）

反
対
討
論
＝
岩
田
孝
之

賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

　
請　

願

◆
消
費
税
の
増
税
に
反
対
す

る
請
願

反
対
討
論
＝
村
山
庄
衛

賛
成
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
）

◆
小
口
簡
易
資
金
の
充
実
を

求
め
る
請
願

反
対
討
論
＝
野
田
卓
治

賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
・
撤
回
を
求
め
る
請

願反
対
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

賛
成
討
論
＝
山
岡
光
広

（
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
）
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４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
発
足
す
る
こ
と

や
水
口
市
民
病
院
が
診
療
所
と
な
る
こ
と
、
新
名
神
開

通
に
伴
う
環
境
監
視
も
あ
っ
て
、
民
生
常
任
委
員
会
に

は
、
５
つ
の
特
別
会
計
と
1

つ
の
事
業
会
計
、
4

つ
の

新
規
条
例
制
定
、
さ
ら
に
請
願
一
件
が
付
託
さ
れ
、
３

月
19

日
と
21

日
に
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
は
す
べ
て
加
入

委 員 会 報 告

市行政推進の中枢を担っている委員会です　　　　　総務常任委員会

委 員 会 報 告

民生常任委員会　　　　市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です

甲
賀
市
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
審
査

　

こ
の
会
計
は
、
土
地
の
先

行
取
得
等
に
よ
り
、
事
業
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
20

年
度
に
つ
い
て

は
、
そ
の
許
容
内
に
お
い

て
、
一
般
会
計
の
財
源
確
保

の
た
め
に
繰
り
替
え
る
も
の

で
す
。

　

基
本
条
例
７
条
に
あ
る
繰

替
運
用
は
、
何
を
想
定
さ
れ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
繰
替
運
用

に
つ
い
て
の
運
用
方
法
は
特

に
制
限
は
な
い
、
ま
た
、
収

益
金
は
一
般
会
計
へ
繰
り
出

す
か
、
こ
の
会
計
で
も
っ
て

い
る
か
、
土
地
開
発
基
金
へ

積
み
立
て
る
か
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20

年
度
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
の
財
源
確
保

の
た
め
繰
り
替
え
る
も
の
で

あ
る
、
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

甲
賀
市
職
員
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
18

年
度
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
料
経
過
措
置
に
か

か
る
「
現
給
保
障
」
適
用
者

に
つ
い
て
保
障
額
の
100

分
の

30

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
管
理
職
手
当
て
の

支
給
さ
れ
て
い
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
保
障
額
を
支
給
し

な
い
も
の
と
す
る
条
例
の
制

定
で
す
。

　

労
働
意
欲
か
ら
み
る
と
慎

重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
、

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
修
正

は
今
し
か
な
い
の
で
や
む
を

得
な
い
、
一
律
カ
ッ
ト
は
避

け
た
い
中
で
の
最
善
の
方
策

で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
通
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

消
費
税
の
増
税
に
反
対
す
る

請
願
審
査

　

ま
ず
、
委
員
会
協
議
会
を

開
催
し
、
請
願
者
か
ら
、
内

容
に
つ
い
て
願
意
を
聞
き
、

委
員
会
で
は
、
紹
介
議
員
よ

り
趣
旨
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
に
て
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
、
決
定
し
ま
し
た
。

甲
賀
市
鉄
道
経
営
安

定
対
策
基
金
特
別
会

計
　

信
楽
高
原
鐵
道
経

営
の
助
成
を
行
う
会

計
で
す
。

　

課
題
は
少
子
化
で

通
学
利
用
者
も
確
実

に
減
っ
て
く
る
。
信

楽
住
民
の
足
を
守
る

た
め
、
地
域
を
含
め

て
再
生
プ
ラ
ン
を
早

急
に
策
定
す
る
必
要

あ
り
、
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

甲
賀
市
鉄
道
施
設
整

備
基
金
特
別
会
計

　

信
楽
高
原
鐵
道
の
運
用
益

金
の
積
立
と
鉄
道
施
設
整
備

に
充
当
す
る
会
計
で
す
。

　

鉄
道
の
整
備
は
、
60

％
で

き
て
い
る
が
、
残
り
の
40

％

は
何
が
あ
る
の
か
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
全
線
の
レ
ー
ル

交
換
や
道
床
の
整
備
に
つ
い

て
未
整
備
が
40

％
で
あ
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
各
議
案
と
も
全
員
賛
成

に
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

市
職
員
の
給
与
の
特
例
条
例
を
制
定

付託議案

土
地
取
得
事
業
、
信
楽
高
原
鐵
道
助
成
に
関
す
る
特
別
会
計
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

伴
う
条
例
と
特
別
会
計

　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
保
加
入
者
も
健

保
の
扶
養
だ
っ
た
人
も
、
75

歳
以
上
は
す
べ
て
新
制
度
に

移
行
と
な
り
ま
す
。
従
来
扶

養
で
あ
っ
た
た
め
保
険
料
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
も
、

新
制
度
で
は
す
べ
て
の
人
が

保
険
料
を
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
保
険
者
は
、
滋
賀
県

単
一
の
広
域
連
合
で
す
が
、

保
険
料
の
徴
収
な
ど
は
市
の

業
務
。
そ
の
実
務
を
定
め
た

新
規
条
例
と
特
別
会
計
が
提

案
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
な
か
で
は
、
保
険

料
軽
減
算
定
の
問
題
点
や
、

薄
い
「
保
険
証
」
の
改
善
な

ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
問
題
点
は
あ
る
が
実
施
す

る
な
か
で
改
善
が
必
要
」
と

し
な
が
ら
も
、
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

市
内
半
数
の
世
帯
、
４
割

の
市
民
が
加
入
し
て
い
る
国

保
で
す
が
、
75

歳
以
上
が
新

制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
国

保
加
入
者
は
、
約
４
分
の
１

減
。
税
の
算
定
に
国
か
ら
の

準
則
が
遅
か
っ
た
の
で
、
所

得
が
確
定
す
る
６
月
に
国
保

税
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で

す
。
審
査
で
は
、
新
制
度
移

行
に
よ
る
影
響
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
の
状
況
、
特

定
検
診
制
度
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

ま
た
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
新
制
度

移
行
に
よ
る
精
算
分
。
介
護

保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

も
、
施
設
・
在
宅
介
護
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
も
の
の
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

水
口
市
民
病
院
の
診
療
所
で

新
規
条
例
と
特
別
会
計

　

４
月
か
ら
２
名
の
常
勤

医
師
が
確
保
で
き
な
い
事

態
と
な
っ
た
た
め
、
「
非
常

的
回
避
に
よ
る
緊
急
措
置
」

と
し
て
、
従
来
の
86

床
（
一

般
病
床
60

、
介
護
療
養
病
床

26

）
か
ら
、
介
護
療
養
病
床

19

床
の
み
の
診
療
所
と
す

る
新
規
条
例
制
定
の
議
案

と
関
連
し
て
特
別
会
計
、
事

業
会
計
の
予
算
が
付
託
さ

れ
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。
委
員
の
な
か
か
ら
、「
緊

急
事
態
と
は
い
え
、
議
会
や

地
元
住
民
に
説
明
が
不
足
」

し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
今
後

の
あ
り
方
を
示
す
「
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
意
見
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
医

療
と
い
う
点
で
は
、
甲
賀
病

院
を
軸
と
し
て
、
地
域
の
病

院
・
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
真
剣
な
議
論
が
必
要
で

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
条
例
・
予
算
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中

止
・
撤
回
を
求
め
る
請
願

　

全
員
出
席
に
よ
る
委
員
会

協
議
会
を
開
催
し
、
請
願
者

か
ら
請
願
趣
旨
を
聞
き
、
そ

の
後
慎
重
に
審
議
。
「
75

歳
」

で
な
ぜ
線
引
き
す
る
の
か
、

保
険
料
や
医
療
に
つ
い
て
委

員
か
ら
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、「
願

意
は
理
解
で
き
る
が
、
国
会

で
の
見
直
し
を
見
極
め
る
」

と
し
て
、
請
願
は
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
す
べ
き
も
と
決

定
し
ま
し
た
。

　常勤医師確保できず

　 水口市民病院 診療所へ

予算案　　6件

条例制定　4件

請　願　　1件

国保からの
移動
7,452人

65歳から74歳
寝たきりなど

368人

健保からの移動
2,923人

後期高齢者
医療制度
加入者

後期高齢者
医療制度
加入者

重要案件、慎重に時間をかけて審議

信楽高原鐵道

３
月
19
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
に
資
料
の
提
出
と
説
明
を
求
め
、
３
件
の
特
別
会
計
予
算
と
１
件
の
条
例
案
、

併
せ
て
請
願
に
つ
い
て
慎
重
審
査
を
し
ま
し
た
。

（水口医療センター）
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委 員 会 報 告

産業・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です　　　　　産業建設常任委員会

委 員 会 報 告

文教常任委員会　　　　文化やスポーツ、教育に関わる委員会です

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
３
件
の
特

別
会
計
予
算
と
水
道
事
業
会

計
予
算
及
び
請
願
１
件
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

本
市
に
お
け
る
公
共
下
水

道
事
業
の
整
備
と
、
そ
れ
に

伴
な
う
施
設
維
持
管
理
な
ど

の
費
用
で
す
。
20

年
度
か
ら
、

新
名
神
土
山
SA

や
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
規
模
施

設
も
処
理
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
　

市
内
24

箇
所
の
農
業
集
落

排
水
施
設
の
維
持
管
理
費
用

の
計
上
で
、
今
年
度
は
朝
宮

地
区
と
鮎
河
の
事
業
が
大
き

な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理

事
業
特
別
会
計

　

野
洲
川
ダ
ム
と
水
口
頭
首

工
に
係
る
施
設
管
理
事
業
予

算
で
す
。
ダ
ム
の
工
事
進
捗

状
況
は
65

％
で
、
水
口
頭
首

工
は
21

年
度
完
了
予
定
で

す
。

水
道
事
業
会
計

　

市
内
約
３
万
戸
に
給
水
す

る
事
業
会
計
で
、
赤
字
経
営

か
ら
脱
却
を
図
る
た
め
、
本

年
４
月
か
ら
料
金
改
定
が

行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

未
収
金
対
策
と
し
て
、

昨
年
９
月
よ
り
、
悪
質
な

者
に
対
し
て
給
水
停
止
措

置
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
４
件
の
予
算
案

審
議
は
、
委
員
の
活
発
な

質
疑
の
中
で
採
決
を
行
な

い
、
各
議
案
と
も
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

請
願
審
査

　

「
小
口
簡
易
資
金
の
充

実
を
求
め
る
請
願
書
」

　

資
金
の
返
済
期
間
を
７

年
か
ら
10

年
に
改
善
し
て

ほ
し
い
と
い
う
請
願
で
し

た
が
、
賛
成
少
数
に
て
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

付託議案

水
道
事
業
会
計
や

　

公
共
下
水
道
会
計
な
ど

　

本
条
例
は
、
昨
年
７
月

31

日
、
高
知
県
四
万
十
川

で
の
野
外
体
験
講
座
に
お
い

て
市
立
信
楽
小
学
校
６
年
生

美
馬
沙
紀
さ
ん
と
同
５
年
生

藤
田
真
衣
さ
ん
お
二
人
が
亡

く
な
ら
れ
た
事
故
を
重
く
受

け
止
め
、
「
こ
の
事
故
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
お
二
人

の
ご
冥
福
と
、
安
全
を
第
一

義
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
を

誓
う
日
と
し
て
７
月
31

日
を

『
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の

日
』
と
定
め
、
市
職
員
や
野

外
活
動
に
携
る
関
係
者
を
は

じ
め
、
広
く
市
民
が
参
加
す

る
行
事
を
実
施
す
る
」
と
し

た
甲
賀
市
野
外
活
動
安
全
対

策
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受

け
、
こ
の
事
故
を
教
訓
と
し

て
再
発
防
止
の
決
意
の
も
と

に
次
代
を
担
う
青
少
年
の
安

全
な
野
外
活
動
を
実
施
し
、

も
っ
て
健
全
育
成
に
資
す
る

こ
と
を
誓
い
制
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

条
例
の
内
容
は
、
前
文
と

３
条
の
条
文
で
構
成
し
、
毎

　

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
日
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
31

日
を
安
全
誓
い

の
日
と
す
る
こ
と
及
び
安
全

誓
い
の
日
に
関
し
て
青
少
年

活
動
等
の
安
全
を
認
識
す
る

機
会
と
す
る
た
め
の
事
業
の

取
り
組
み
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

審
査
過
程
で
の
質
疑
及
び

答
弁
で
は
、
ま
ず
安
全
対
策

委
員
会
の
設
置
は
、
先
に
設

置
さ
れ
た
野
外
活
動
安
全
対

策
検
討
委
員
会
の
様
な
委
員

会
を
設
置
す
る
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
関
係
団
体
に
よ

り
立
ち
上
げ
た
い
と
の
事
で

す
。

　

野
外
活
動
等
に
お
け
る
保

険
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
市

民
活
動
保
険
で
対
応
し
、
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
な
ど
特

別
な
場
合
は
、
個
別
に
必
要

な
保
険
に
入
っ
て
い
る
と
の

事
で
す
。

　

条
例
名
に
つ
い
て
「
安
全

誓
い
の
日
条
例
」
と
な
っ
て

い
る
が
「
安
全
誓
い
の
日
を

定
め
る
条
例
」
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
に
つ
い
て
は
、

安
全
誓
い
の
日
と
同
時
に
事

業
実
施
を
規
定
し
て
い
る
の

で
、
本
条
例
名
と
し
た
と
の

事
、
又
、
本
条
例
前
文
中
「
将

来
に
わ
た
り
有
史
に
刻
み
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
誰
が
刻
み

込
み
込
む
の
か
の
問
い
に
つ

い
て
は
、
条
例
の
趣
旨
か
ら

市
行
政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

市
民
全
体
と
考
え
て
い
る
と

の
事
、
第
３
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
委
任
事
項
は
ど
の
よ

う
な
事
項
を
考
え
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

具
体
的
な
も
の
は
な
い
と
の

事
で
す
。

　

団
体
や
指
導
者
の
講
習
も

大
切
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の

リ
ー
ダ
ー
等
の
指
導
も
必
要

で
は
な
い
か
の
指
摘
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
会
指
導
者
、

リ
ー
ダ
ー
の
講
習
を
行
な
う

と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
中

で
も
習
熟
度
に
応
じ
危
機
管

理
意
識
の
向
上
に
向
け
取
り

組
む
と
の
事
で
し
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

7月31日

卒業・入学おめでとう

伴 谷
柏 木
水 口
貴 生 川
綾 野
伴 谷 東
大 野
土 山

山 内
鮎 河
大 原
油 日
佐 山
第 一
第 二
第 三

中 部
希望ヶ丘
信 楽
雲 井
小 原
朝 宮
多 羅 尾

市内小学校　平成 19年度卒業者数　972名　平成 20年度入学者数　924名

114
35
112
73
65
59
27
32

8
2
47
49
25
46
29
8

26
91
71
26
23
2
2

水 口 中
城 山 中
土 山 中

242
153
99

102
35
84
107
56
69
35
34

8
5
37
43
13
59
20
7

22
87
65
21
9
5
1

262
163
65

甲 賀 中
甲 南 中
信 楽 中

110
254
121

116
191
115

卒業者数 入学者数 卒業者数 入学者数 卒業者数 入学者数

卒業者数 入学者数 卒業者数 入学者数

市内中学校　平成 19年度卒業者数　979名　平成 20年度入学者数　912名

甲
賀
市
青
少
年
活
動

安
全
誓
い
の
日

条例の制定
新名神を望むみずべ公園となっています

本年４月より供用開始される浄化センター

所
管
事
務
調
査

今
回
は

信
楽
エ
リ
ア　

２
月
６
日

（まとめ）下水道工事やインター周辺の道路、公園整備など、躍動

する甲賀市の一端を見ることができました。浄化センターは、微生

物の力を借りて汚れの主成分である有機物を分解し水をきれいにす

る最新設備。多額の事業費で建設されており、広く市民にも知って

もらい、特に水洗化率を高めるためPRに努めてほしいものです。

　長野バイパスは早期実現できるよう、地元の熱意を集約して国・

県にも要望活動を続けていきます。

す
す
む
下
水
道
…
信
楽
…

　

当
委
員
会
で
は
、
各
地

域
の
課
題
認
識
と
事
業
遂

行
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
新
名
神
信
楽

イ
ン
タ
ー
や
下
水
道
工
事

な
ど
で
活
気
づ
く
信
楽
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

新
名
神
・
信
楽
イ
ン
タ
ー

　

取
り
付
け
道
路
並
び
に

看
板
な
ど
の
案
内
標
識
を

調
査
し
ま
し
た
。

隼
人
川
河
川
公
園

　

信
楽
イ
ン
タ
ー
工
事
に

伴
い
、
周
辺
環
境
整
備
と

遊
砂
地
事
業
と
併
せ
て
の

信
楽
の
玄
関
と
し
て
の
公

園
で
す
。

 

信
楽
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

名
称
は
「
甲
賀
市
信
楽
水

再
生
セ
ン
タ
ー
」
で
、
公

共
下
水
道
計
画
区
域
面
積

は
４
７
６
ha

、
計
画
入
口

１
万
３
千
人
。
事
業
費
は

約
29

億
５
千
万
円
で
す
。

・
牧
勅
旨
・
勅
旨
大
垣
外
地
区

管
渠
築
造
工
事

・
田
代
高
原
の
郷

・
３
０
７
号
長
野
バ
イ
パ
ス

・
朝
宮
地
区
（
村
づ
く
り
交
付

金
）
農
業
集
落
排
水
事
業

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　

ユ
ニ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
工
法

と
い
う
新
し
い
工
法
で
傾

斜
地
崩
壊
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

陶
芸
の
森

　

管
理
は
県
立
陶
芸
の
森

の
完
成
に
併
せ
て
組
織
さ

れ
た
財
団
で
、
入
園
者
数

は
年
間
30

万
人
を
越
え
ま

す
。
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平成 20 年 第 2 回甲賀市議会定例会代表質問
平成 20 年 3 月 7 日

順

番
議席番号 氏　名 会　派　名 質　問　事　項

1 18 番 河合　定郎 清風クラブ

１　新名神開通に伴う新たな甲賀市創造に向けて

２　平成 20年度予算について

３　甲賀市の医療体制の見直しについて

2 21番 安井　直明
日本共産党

甲賀市議員団

１　くらしが一段とたいへんななか、国・県の予算につい

てどう考えるか。

２　平成 20年度甲賀市の予算について

３　市民のいのちと健康を守る点から甲賀病院移転問題と
市民病院の充実について

４　高齢者いじめの後期高齢者医療について

５　農業つぶしの農政から、農業を守る市政へ

６　新名神高速道路の開通にあわせた道路網をどう考える

か、また、地域産業の発展計画はどうか

3 23番 白坂萬里子
公明党

甲賀市議団

１　「平成 20年度予算案」について

２　市長の施政方針について

３　職員定員適正化計画について

４　男女共同参画社会について

５　健康福祉行政について

６　観光行政について

７　教育行政について

4 22番 友廣　　勇 正政会

１　合併後の市政運営について

２　施政方針について

３　平成 20年度予算について

４　協働への情報開示について

各会派による

代表質問 目次

各会派による　代表質問

  

清
風
ク
ラ
ブ

河　

合　

定　

郎

新
た
な
甲
賀
市
創
造
に
向
け
て

  

日
本
共
産
党

安　

井　

直　

明

予
算
か
ら
福
祉
・
医
療
・
く
ら
し
を
問
う

問　

３
つ
の
イ
ン
タ
ー
を
核

と
す
る
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長　

甲
賀
市
の
新
し
い
玄

関
口
で
あ
り
、
人
・
も
の
・

情
報
の
受
発
信
の
基
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

と
市
内
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ

ス
と
市
内
の
公
共
交
通
と
の

連
携
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、

無
秩
序
な
開
発
の
抑
制
、
保

全
と
開
発
の
調
和
の
と
れ
た

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
。

　

特
色
あ
る
地
場
産
業
や
多

彩
な
農
林
業
資
源
・
物
産
・

食
材
を
活
か
し
た
「
甲
賀
ブ

ラ
ン
ド
」
の
確
立
、
観
光
関

連
産
業
の
活
性
化
、
新
た
な

企
業
立
地
の
促
進
を
進
め
る

な
ど
、
甲
賀
市
の
あ
る
べ
き

将
来
像
に
向
っ
て
取
組
む
。

問　

20

年
度
予
算
で
の
部
局

配
分
の
弊
害
の
有
無
は
。

市
長　

厳
し
い
財
政
状
況
で

は
、
今
ま
で
の
査
定
方
式

は
一
律
削
減
に
な
り
や
す
く
、

今
回
の
枠
配
分
方
式
で
は
、

事
業
の
縮
小
・
廃
止
と
同
時

に
、
今
必
要
と
さ
れ
る
新
規

施
策
の
立
案
が
実
施
可
能
で

あ
り
、
今
後
の
甲
賀
市
の
行

財
政
運
営
に
大
き
な
前
進
で

あ
っ
た
。

問　

水
口
市
民
病
院
の
医
療

体
制
の
見
直
し
と
、
急
が
れ

る
甲
賀
病
院
移
転
整
備
の
問

題
に
つ
い
て
。

市
長　

全
国
的
な
医
師
不
足

の
あ
お
り
で
、
自
治
体
病
院

は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
常

勤
医
師
２
名
の
確
保
に
努
力

し
た
が
目
的
を
は
た
す
こ
と

が
で
き
ず
、
水
口
医
療
セ
ン

タ
ー
と
改
称
し
、
地
域
の
医

療
行
為
を
続
け
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
今
後
は
市
民
の

意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
方
向

性
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　

甲
賀
病
院
の
移
転
問
題
に

つ
い
て
は
、
当
初
予
定
地
で

の
用
地
確
保
が
困
難
と
な
り
、

病
院
組
合
の
整
備
検
討
会
で

検
討
協
議
を
進
め
、
昨
年
12

月
の
病
院
組
合
臨
時
議
会
で

「
水
口
町
松
尾
地
先
の
市
有

地
を
有
力
予
定
候
補
地
」
と

選
定
し
た
も
の
で
、
今
後
国

道
１
号
線
バ
イ
パ
ス
と
の
平

面
交
差
点
の
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
が
大
幅
に
福
祉
を
後

退
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
批
判
。

　

市
は
、
中
学
校
ま
で
の
入

院
医
療
費
無
料
化
、
妊
産
婦

無
料
健
診
拡
大
。
広
島
平
和

記
念
館
へ
の
小
学
生
派
遣
の

拡
大
を
評
価
し
つ
つ
も
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
育
成
手

当
か
ら
母
子
家
庭
を
除
く
こ

と
。
75

歳
以
上
に
支
給
し
て

い
た
敬
老
金
を
3

千
円
に
減

額
。
在
宅
障
害
児
童
福
祉
手

当
の
所
得
制
限
は
、
福
祉
の

後
退
。
同
和
・
人
権
予
算
は
、

更
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
批
判
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
問
題
点
や
、
病
院

問
題
、
農
業
を
守
る
市
政
へ
、

新
名
神
と
国
道
１
号
、
ア
ク

セ
ス
道
路
等
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
主
な
要
旨
を
紹
介
す

る
。

甲
賀
病
院
は
ど
こ
へ

問　

甲
賀
病
院
の
移
転
先
は
。

市
長　

水
口
町
松
尾
地
先
の

市
有
地
を
有
力
な
移
転
候
補

予
定
地
に
選
定
、
国
道
１
号

バ
イ
パ
ス
の
平
面
交
差
の
設

置
に
向
け
関
係
機
関
と
の
取

り
組
み
な
ど
、
病
院
組
合
や

正
副
管
理
者
の
合
意
確
認
を

得
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い

る
。

市
民
病
院
の
存
続
を

問　

医
師
不
足
を
理
由
に
水

口
市
民
病
院
を
診
療
所
に
、

い
き
な
り
提
案
さ
れ
、
市
民

は
驚
き
と
怒
り
が
あ
る
。
存

続
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
。

市
長　

常
勤
医
師
が
確
保
で

き
な
い
。
診
療
所
と
な
っ
て

も
外
来
は
、
病
院
と
変
わ
ら

な
い
。
今
後
は
、
上
位
計
画

に
沿
っ
て
充
実
に
努
め
る
。

高
齢
者
い
じ
め
の
医
療
制
度

問　

保
険
料
を
わ
ず
か
な
年

金
か
ら
天
引
き
、
診
療
報
酬

も
別
立
て
、
高
齢
者
い
じ
め

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
だ
。

市
長　

急
速
な
高
齢
化
の
進

展
の
な
か
、
医
療
費
が
増
大

す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
。
安

心
・
健
全
で
円
滑
な
制
度
運

営
が
必
要
。

新
名
神
と
道
路
・
地
域
産
業

は問　

新
名
神
開
通
と
国
道
１

号
バ
イ
パ
ス
、
地
域
産
業
は
。

建
設
部
長　

バ
イ
パ
ス
の
思

い
は
変
わ
ら
な
い
。
県
道
日

野
徳
原
は
20

年
度
完
了
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

国道１号と新名神へのアクセス道路

甲賀市はまた新たな 1ページを歩み始めた。

（新名神開通、２月 23日）
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代 表 質 問

  

公
明
党

白　

坂　

萬
里
子

平
成
20

年
度
予
算
と
施
政
方
針
及
び
諸
課
題
に
つ
い
て

  

正
政
会

友　

廣　
　
　

勇

市
町
村
財
政
比
較
分
析
表
の
活
用
を
！

予
算
に
つ
い
て

問
１　

枠
配
分
方
式
編
成
で

現
場
と
各
部
と
市
長
の
調
整

は
。

問
２　

国
・
県
予
算
方
針
と

の
整
合
性
は
。

問
３　

実
質
公
債
費
比
率
を

低
く
す
る
為
の
努
力
と
改
善

策
は
。

問
４　

臨
時
特
例
措
置
を
利

用
し
た
繰
上
げ
償
還
の
公
債

費
対
策
と
そ
の
財
政
効
果
は
。

問
５　

効
率
的
な
行
政
機
構
、

市
民
要
望
な
ど
の
反
映
は
。

市
長　

各
部
局
か
ら
の
予
算

見
積
り
を
財
務
部
が
調
整
し
、

最
終
四
役
が
政
策
的
判
断
を

下
し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
決

定
。
国
・
県
の
予
算
方
針
も

十
分
注
視
し
、
効
率
的
で
持

続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を

図
っ
た
。
「
返
す
以
上
に
借

り
な
い
」
こ
と
を
念
頭
に
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
化
に
取
組
み
、
自
己
財
源

に
よ
る
繰
上
償
還
等
に
よ
り

公
債
費
も
減
少
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
又
、
職
員
自
ら
出

来
る
こ
と
は
す
る
方
向
で
経

費
削
減
に
努
め
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

施
策
方
針
に
つ
い
て

問　

「
こ
う
か
自
治
創
造
の

年
」
の
思
い
と
は

市
長　

市
全
体
を
株
式
会
社

甲
賀
市
と
位
置
付
け
、
市
民

の
求
め
る
最
髙
の
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
甲
賀
市
の
こ
と
は

甲
賀
市
で
完
結
す
る
。
」
と

い
う
姿
勢
で
必
要
な
施
策
を

講
じ
た
い
。

諸
課
題
に
つ
い
て

問　

男
女
共
同
参
画
社
会
に

お
け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
と
女
性
管
理
職
登
用
は
。

市
長　

仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
す
る
為
、
育
児
・
介
護
休

業
制
度
を
促
進
し
良
好
な
職

場
環
境
確
保
を
展
開
し
て
い

く
。
女
性
職
員
の
能
力
に
応

じ
、
管
理
職
へ
の
登
用
を
進

め
る
。

問　

学
童
保
育
で
待
機
児
童

が
見
込

ま
れ
る

地
域
の

施
設
整

備
を
早

急
に
。

市
長　

順
次
、
公
共
施
設
や

地
域
の
施
設
の
利
用
等
も
視

野
に
い
れ
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
、
年
次
計
画
を
策

定
し
検
討
を
し
て
い
る
。

問　

３
月
で
勇
退
さ
れ
る
宮

木
教
育
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

教
育
長　

次
世
代
に
生
き
る

全
て
の
子
供
に
「
さ
わ
や
か

な
人
生
を
」
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
「
さ
」
は
差
別
し
な

い
、
「
わ
」
は
若
さ
あ
ふ
れ

る
、「
や
」
は
や
る
気
の
あ
る
、

「
か
」
は
考
え
る
青
少
年
の

育
成
で
あ
り
ま
す
。

問　

平
成
20

年
度
は
合
併

後
市
政
を
託
さ
れ
た
中
嶋
市

政
４
年
目
で
あ
る
。
財
政
力
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
、
将
来

負
担
の
健
全
度
な
ど
自
治
体

基
礎
能
力
を
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

平
成
18

年
度
決
算

で
の
財
政
力
指
数
は
0

．

7
5
5
で
滋
賀
県
下
13

市
の

中
で
８
番
目
、
実
質
公
債
費

比
率
が
16

．
4

％
で
10

番
目

で
あ
る
。
預
金
で
あ
る
基
金

が
65

億
円
、
借
金
で
あ
る
地

方
債
残
高
が
4
3
9
億
円
で

あ
る
。

問　

甲
賀
市
の
自
治
体
能
力

を
判
断
す
る
方
法
と
し
て
、

総
務
省
が
全
国
の
市
町
村
を

類
似
す
る
自
治
体
に
区
分
し
、

客
観
的
に
判
断
で
き
る
市
町

村
財
政
比
較
分
析
表
が
あ
る
。

18

年
度
の
結
果
は
ど
う
か
。

市
長　

甲
賀
市
に
類
似
す
る

自
治
体
は
、
全
国
に
89

自
治

体
あ
る
。
平
成
17

年
年
度
の

決
算
数
値
で
見
る
と
、
財
政

力
指
数
は
0

．
71

、
平
均
値

が
0

．
64

の
と
こ
ろ
か
ら
17

番
目
で
あ
る
。
財
政
の
弾
力

性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

94

．
7
%
で
平
均
値
が
88

．

6

％
、
74

番
目
と
な
り
非

常
に
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

人
件
費
・
物
件
費
等
の
適
正

度
を
示
す
人
口
ひ
と
り
あ
た

り
の
決
算
額
は
、
13

万
９
千

円
で
56

番
目
と
な
り
多
少
非

効
率
な
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

又
地
方
債
は
44

万
円

で
50

番
目
と
な
り
借

金
が
多
い
状
態
で
あ

る
。

　

平
成
18

年
度
決
算

で
の
分
析
が
出
さ
れ

次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開
す
る
。

問　

「
平
成
20

年
度

一
般
会
計
で
人
件
費

が
占
め
る
割
合
が
20

．

9
%
と
高
い
。
現
行
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
正
職
員
8
2
2

名
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
り

非
常
勤
職
員
数
は
。

市
長　

市
町
村
財
政
比
較
分

析
表
に
お
け
る
人
口
１
千
人

あ
た
り
の
職
員
数
は
9

．
25

人
で
あ
り
、
甲
賀
市
定
員
適

正
化
計
画
は
総
務
省
の
管
理

調
査
の
数
値
と
連
動
す
る

た
め
正
職
員
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
非
常
勤
職
員
数
は

6
2
0
名
と
な
っ
て
い
る
。公表されている平成 17年度甲賀市財政比較分析表

平成 20 年 第 2 回甲賀市議会定例会一般質問
平成 20 年 3 月 10 日・12 日

一般質問
順
番

議席番号 氏　名 質　問　事　項

１ ５番 鵜飼　　勲

１　税源移譲に伴う個人市民税の徴収対策・滞納整理と償却資産税賦課の現状と

今後の対応について

２　水道事業会計における料金等滞納者への対応について

３　農産物等の食の安全に対する現状と対策について

４　身障者マーク・車椅子マークの周知と適正運用の促進について

２ １番 山岡　光広

１　議会のインターネット中継について

２　保育園・幼稚園の今後のあり方について

３　防災対策の強化、特に地震情報と水防確保について

４　後期高齢者医療制度の改善と特定健診について

５　希望ケ丘地域上下水道移管について

３ ７番 木村　泰男
１　全国学力・学習状況調査の結果について

２　C型肝炎患者の救済について

４ ６番 土山　定信
１　市職員の人件費削減について、基本的な方針を聞く

２　産業廃棄物対策特別委員会の調査結果について

５ 13番 加藤　和孝

１　希望ヶ丘団地の上下水道移管について

２　教育現場における子どもの安全対策について

３　介護保険制度について

４　市が管理する駐輪場における防犯対策について

５　例規集のWeb 上での公開について

６ 25番 葛原　章年 １　新名神高速道路の供用開始に伴う諸課題について

７ ９番 藤井　克宏 １　国際陶芸産業都市特区の取り組みについて

８ 11番 小松　正人

１　公立甲賀病院と水口市民病院等の医療連携について

２　クリーンセンター滋賀の開業にかかる甲賀市の対応について

３　えさ代高騰による畜産・酪農経営危機を打開する支援策について

４　高病原性鳥インフルエンザの人への感染防止初動対策について

９ 10番 辻　　金雄
１　甲賀・伊賀の連携について

２　国土利用計画について

10 ３番 松本　昌市
１　温暖化対策と新エネルギーについて

２　「はしか」の予防接種について

11 20番 中西弥兵衛

１　紫香楽宮跡関連遺跡保存活用に対する市長の取組み姿勢を問う

２　帝産湖南交通（信楽線）撤退方針に対する市長の見解を問う

３　市立図書館のあり方について

12 ２番 林　　勝彦 １　スポーツ振興策と課題について

13 17番 辻　　重治
１　家庭ゴミの対応について

２　品目横断的経営安定対策の見直しについて

14 26番 今村　和夫

１　各支所庁舎空室利活用について

２　小中学校の統廃合と学区の見直しについて

３　児童・生徒の基礎学力向上と特色ある学校・幼稚園づくりについて

４　特別支援教育について

５　家庭教育力の向上・推進について

15 27番 中島　　茂
１　新名神高速道路に関する課題と処理事項について

２　甲賀西工業団地残１区画に産廃処理業者受入れ拒否を求めることについて

16 28番 橋本　律子 １　住民自治の方向づけについて

17 24番 岩田　孝之 １　新名神開通に伴う消防・救急体制への影響と常備消防の広域化問題について

目次
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甲賀市の人件費について

17人の議員が登壇

◎より詳細な内容はインターネット・甲賀市ホー
ムページの市議会（議会中継）で本会議の模様
をご覧いただけます。

市政を問う

http://www.city.koka.shiga.jp/

鵜飼　勲 議員

QA

税
の
滞
納
整
理
と
公
平
課
税
を

法
的
手
段
も
視
野
に
入
れ
対
応

問　

個
人
市
民
税
の
特
別
徴

収
推
進
と
償
却
資
産
税
の
公

平
賦
課
に
向
け
た
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
。

財
務
部
長　

個
人
市
民
税
滞

納
者
の
多
く
が
普
通
徴
収
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
収
納
率
の

向
上
を
図
る
た
め
に
特
別
徴

収
に
よ
る
納
入
事
務
の
実
施

を
周
知
し
指
導
を
行
う
。
償

却
資
産
税
の
公
平
賦
課
に
つ

い
て
は
、
申
告
時
に
減
価
償

却
資
産
明
細
書
の
添
付
や
計

画
的
な
国
税
資
料
等
の
閲
覧

で
公
平
な
課
税
に
努
め
る
。

問　

水
道
事
業
会
計
に
お
け

る
料
金
等
滞
納
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
。

上
下
水
道
部
長　

戸
別
訪
問

や
納
入
相
談
等
に
よ
り
未
納

理
由
を
調
査
し
悪
質
と
認
め

ら
れ
る
滞
納
者
に
対
し
て
給

水
停
止
を
進
め
て
い
る
。
滞

納
金
の
回
収
に
は
給
水
停
止

措
置
は
有
効
な
手
段
で
あ
る

が
今
後
も
公
平
負
担
の
見
地

か
ら
期
限
内
の
収
納
率
向
上

に
向
け
取
組
む
。

問　

農
産
物
等
の
食
の
安
全

に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

甲
賀
市
危
機
管

理
計
画
に
基
づ
き
個
別
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
対
応
す

る
。

産
業
経
済
部
長　

市
内
農
産

物
の
安
全
性
や
品
質
確
保
の

た
め
に
農
業
生
産
工
程
管
理

の
導
入
を
指
導
す
る
。

問　

身
障
者
・
車
椅
子
マ
ー

ク
の
適
正
運
用
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

身
障
者
駐

車
場
条
例
の
制
定
や
市
独
自

の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
は
最
重

要
議
題
と
し
て
甲
賀
市
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
検
討
委

員
会
で
検
討
す
る
。

◎傍聴のご案内
　本会議は原則として公開されています。議会
を傍聴することにより、市政の方針を知った
り、市議会の活動に触れていただくことが出
来ます。ぜひ市議会の傍聴にお越しください。

一 般 質 問

山
岡
光
広 

議
員

Q

A

「保険証」取り上げるな

機械的・一律的にはしない

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中

継
の
改
善
、
幼
稚
園
と
保
育

園
の
今
後
の
あ
り
方
、
地
震

速
報
と
消
防
水
利
・
防
火
水

槽
の
整
備
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
、
希
望
ケ
丘
地
域
の

上
下
水
道
移
管
の
五
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
４
月
実
施
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
質
問
と
答

弁
要
旨
を
紹
介
す
る
。

問　

甲
賀
市
内
で
保
険
料
の

均
等
割
の
み
は
、
3
0
9
2

人
。
例
え
ば
年
金
が
36
万
円

な
ら
７
割
軽
減
が
受
け
ら
れ

る
の
に
、
軽
減
算
定
が
「
本

人
と
世
帯
主
所
得
の
合
算
」

で
あ
る
た
め
、
軽
減
が
受
け

ら
れ
な
い
。
問
題
だ
。

市
長　

や
む
を
得
な
い
。

問　

月
額
１
５
0
0
0
円
以

上
の
年
金
が
あ
れ
ば
年
金
か

ら
天
引
き
（
65
％
）
。
直
接

納
付
の
中
に
は
無
年
金
の
人

も
。
特
別
の
免
除
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長　

独
自
の
軽
減
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

滞
納
者
か
ら
保
険
証
を

取
り
あ
げ
る
な
。

市
長　

機
械
的
・
一
律
的
に

交
付
す
る
も
の
で
は
な
く
、

実
態
に
即
し
た
取
扱
が
必
要
。

問　

健
診
の
通
知
は
。

市
長　

個
人
通
知
を
す
る
。

問　

特
定
健
診
の
義
務
は
国

保
の
み
だ
が
、
市
民
全
体
の

健
康
づ
く
り
の
責
任
は
。

市
長　

市
民
の
健
康
づ
く
り
、

健
康
保
持
は
、
市
の
責
務
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

一 般 質 問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです

木村泰男 議員

QA

全
国
学
力
状
況
調
査
の
結
果
は

ほ
ぼ
全
国
平
均
に
近
い
数
値

　

昨
年
４
月
に
小
六
・
中
三

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
状
況
調
査
に
つ
い
て

問　

調
査
結
果
の
分
析
・
公

表
は
。

教
育
長　

公
表
し
て
い
な
い

が
、
市
内
教
職
員
の
検
討
委

員
会
で
分
析
し
３
月
中
に
各

校
へ
報
告
す
る
。
ま
た
、
各

校
で
も
個
人
レ
ベ
ル
で
分
析

し
活
用
し
て
い
る
。

問　

甲
賀
市
の
児
童
生
徒
の

学
力
状
況
は
。

教
育
長　

ほ
ぼ
全
国
平
均
に

近
い
数
値
で
あ
る
。
知
識
に

関
す
る
問
題
は
ほ
ぼ
良
好
、

活
用
に
関
す
る
問
題
で
少
し

課
題
が
あ
る
。

問　

滋
賀
県
の
結
果
は
平
均

以
下
、
こ
の
こ
と
を
ど
う
捉

え
る
か
。

教
育
長　

結
果
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
検
討
委
員
会
で
対

策
を
練
り
、
次
年
度
の
学
習

に
生
か
す
。

問　

学
習
状
況
調
査
で
、
甲

賀
市
の
子
ど
も
達
の
状
況
は
。

教
育
長　

家
族
と
一
緒
の
食

事
、
家
庭
学
習
の
時
間
、
社

会
の
出
来
事
や
ニ
ュ
ー
ス
へ

の
関
心
で
国
や
県
の
平
均
を

下
回
る
。

問　

市
独
自
の
学
力
調
査

で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

県
や
市
の
状
況
把

握
、
個
人
へ
の
対
応
や
手
立

て
を
学
習
に
生
か
す
た
め
次

年
度
も
４
月
に
実
施
す
る
。

土
山
定
信 

議
員

Q

A

合併後、人件費
節減は

削減計画を上回る形で

適正化

問　

合
併
後
の
業
務
委
託
を

含
む
人
件
費
節
減
は
。

総
務
部
長　

合
併
前
の
平
成

15
年
は
、
約
84
億
円
。
平
成

16
年
は
約
85
億
円
そ
し
て

平
成
18
年
は
、
約
81
億
円
と
、

人
件
費
抑
制
は
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
計

画
削
減
目
標
数
値
を
上
回
る

形
で
適
正
化
は
す
す
め
て
い

る
。

財
務
部
長　

合
併
前
の
業
務

委
託
費
の
集
計
は
、
非
常
に

困
難
で
あ
る
が
、
平
成
17
年

度

は
5
2
3
件

約

40
億

円

で
あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
度

3
8
6
件
約
27
億
円
、
平
成

19
年
度
3
3
3
件
約
28
億
円

で
あ
る
。

問　

市
職
員
の
民
間
出
向
計

画
は
。

市
長　

考
え
て
い
な
い
。

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋

賀
の
安
全
を
、
よ
り
強
化
す

る
た
め
に
、
市
独
自
の
環
境

監
視
委
員
会
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
。

市
長　

環
境
事
業
公
社
が
、

地
域
住
民
の
要
望
に
よ
り
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
環

境
監
視
委
員
会
を
設
置
し
た

の
で
、
市
独
自
に
新
た
に
環

境
監
視
委
員
会
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

市
独
自
の
水
質
管
理
体

制
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

施
設
内
に
は
、
漏
水

検
知
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、
市

独
自
の
水
質
管
理
体
制
は
、

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

加藤和孝 議員

QA

上
下
水
道
移
管
は
で
き
る
か

本
年
末
を
も
っ
て
移
管
す
る

問　

希
望
ヶ
丘
団
地
の
上
下

水
道
移
管
は
間
違
い
な
い
か
。

水
道
加
入
金
を
減
額
す
る
こ

と
は
妥
当
と
考
え
る
が
如
何

か
。
ま
た
、
分
納
は
認
め
ら

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

上
下
水
道
部
長　

本
年
末
を

も
っ
て
移
管
す
る
。
住
民
負

担
に
よ
り
開
発
業
者
な
ど
が

管
理
運
営
を
続
け
、
移
管
後

も
一
定
期
間
は
既
存
水
源
と

し
て
利
用
す
る
た
め
、
加
入

金
減
額
は
妥
当
で
あ
る
。
ま

た
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場

合
に
分
納
を
認
め
る
。

問　

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」

の
研
修
な
ど
、
事
故
の
未
然

防
止
策
は
。
運
動
場
の
ラ
イ

ン
引
き
な
ど
は
、
安
全
性
の

高
い
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
切

り
替
わ
っ
て
い
る
か
。

教
委
事
務
局
長　

体
育
の
授

業
な
ど
で
頭
部
へ
の
強
打
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
回
復
後

の
観
察
も
十
分
行
う
よ
う
全

教
員
に
指
示
し
、
保
護
者
へ

の
啓
発
も
進
め
る
。
安
全
な

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
一
括
購

入
し
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
で
の
住
宅
改

修
な
ど
に
「
受
領
委
任
払
い

方
式
」
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
要
介
護
認
定
者
の
障
害

者
控
除
対
象
者
を
具
体
的
に

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　

ご
希
望
の

方
に
は
貸
し
付
け
を
行
っ
て

い
る
の
で
「
受
領
委
任
払
い

方
式
」
は
考
え

て
い
な
い
。
障

害
者
控
除
対
象

者
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
具
体

的
に
明
記
し
て

い
く
。

身障者マークへの理解が
不可欠

後期高齢者医療制度

◆加入者　　　 10,375人

国保から　　7,552

健保から　　2,923

75歳未満　　  368

◆保険料均等割　3,092人

◆特別徴収　　　6,707人

将来につながる確かな学力を

移管を待つ浄水場

こ
の
他
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の

救
済
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。
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一 般 質 問

辻　

金
雄 

議
員

Q

A

甲賀・伊賀の連携は

共通課題の早期解決に

努力

中
西
弥
兵
衞 

議
員

Q

A

『図書費は
「ふるさと納税」で』

制度が確定した段階で

検討

問　

11
路
線
・
甲
賀
広
域
農

道
の
現
況
の
認
識
と
展
望
に

つ
い
て
。

市
長　

伊
賀
・
甲
賀
を
結
ぶ

11

路
線
は
人
・
物
の
交
流
を

支
え
る
う
え
か
ら
い
ず
れ
も

重
要
で
あ
る
。
甲
賀
市
内
の

IC

３
ヶ
所
と
伊
賀
市
の
主
要

施
設
を
結
ぶ
路
線
の
産
業
・

経
済
・
観
光
・
災
害
面
で
両

市
の
今
後
の
発
展
に
応

え
る
た
め
に
必
要
な
路

線
と
し
共
同
し
て
整
備

し
て
行
く
。

　

名
阪
国
道
壬
生
野
IC

か
ら
甲
南
IC

を
結
ぶ
一

般
県
道
甲
賀
阿
山
線
と

広
域
農
道
は
交
通
量
の

大
幅
増
加
が
予
測
さ
れ

る
。
広
域
農
道
を
主
要
な
幹

線
道
路
と
し
て
全
線
を
県
道

に
昇
格
さ
せ
る
た
め
の
努
力

を
行
う
。

問　

災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
始
め
と
す
る
両
市
連
携
を

深
化
す
る
方
策
は
。

市
長　

今
後
は
、
災
害
時
相

互
応
援
協
定
に
か
か
る
双
方

の
い
ず
れ
か
の
被
災
者
受
入

施
設
や
避
難
場
所
の
確
認
な

ど
を
行
い
、
具
体
的
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
や
合
同
訓
練
の

実
施
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の

共
同
開
催
、
市
職
員
の
派
遣

交
流
や
公
共
施
設
の
相
互
利

用
・
共
有
化
等
に
つ
い
て
、

そ
の
具
現
化
に
む
け
た
検
討

を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

そ
の
他
国
土
利
用
計
画
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　

甲
賀
市
ラ
ブ
ア
ー
ス

2
0
0
7
の
実
施
に
よ
る

CO2

の
削
減
状
況
と
市
民
・
事
業

者
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
民
環
境
部
長　

18

年
度
は

減
少
し
た
が
、
19

年
度
上
期

で
は
0.5

％
増
。
軽
油
使
用
施

設
や
車
両
の
削
減
、
空
調
・

給
湯
設
備
の
徹
底
し
た
管
理

を
行
い
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気

等
の
使
用
量
が
削
減
さ
れ
た

が
、
東
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
に
よ
り
灯
油
使

用
量
が
増
加
し
た
。
下
期
に

つ
い
て
も
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
の
た
め
の
管
理
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。
市

民
団
体
や
事
業
者
と
の
協
働

に
よ
る
「
甲
賀
市
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
」
や
「
エ
コ
ラ
イ
フ
講

座
」
等
を
開
催
し
地
球
温
暖

化
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
え
る
機
会
を
持
て
た
。

問　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
実
施
に
つ
い
て
。

市
民
環
境
部
長　

市
内
の
施

設
へ
の
ボ
イ
ラ
ー
導
入
を
想

定
し
、
事
業
化
の
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
。
有
効
と
実
証

さ
れ
た
。

問　

感
染
力
が
強
く
重
度
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
、
は・

し・

か・

の
大
流
行
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
予
防
接
種
率

は
。

健
康
福
祉
部
長　

１
才
か
ら

２
才
の
間
の
１
回
目
の
接
種

率
は
95

．
9

％
だ
が
就
学
前

の
２
回
目
は
90

．
8

％
。
法

改
正
後
実
施
２
回
目
で
、
保

護
者
の
認
識
も
薄
い
の
で
は
。

問　

図
書
資
料
費
の
動
向
は
、

平
成
18
年
度
５
１
０
０
万
円
、

平
成
19
年
度
３
１
０
０
万
円
、

平
成
20
年
度
は
１
７
０
０
万

円

の

み

で

一

館

平

均

3
4
0
万
円
。
あ
ま
り
に
も

小
額
だ
。
も
っ
と
現
場
の
声

に
耳
を
か
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

最
新
図
書
を
揃
え

る
こ
と
は
利
用
者
増
に
つ
な

が
り
図
書
館
運
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
厳
し
い
財
政
状

況
の
な
か
図
書
資
料
費
に
つ

い
て
も
例
外
で
な
い
。
今
後

は
図
書
費
の
確
保
が
図
れ
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

問　

図
書
購
入
資
金
確
保
の

た
め
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
取
り
入
れ
、
文
化
芸
術
育

成
の
財
源
確
保
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
が
現
在
未
確
定
の
た

め
断
言
で
き
ま
せ
ん
が
今
後

は
本
市
の
政
策
と
し
て
判
断

し
た
い
。

問　

「
株
式
会
社
甲
賀
市
」

を
め
ざ
す
た
め
に
も
図
書
館

の
有
す
る
使
命
を
再
認
識
さ

れ
た
い
。

教
育
長　

市
内
５
つ
の
図
書

館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
核
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
特
色
あ
る
運
営
が
さ
れ
て

い
る
が
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
た
め
図
書
館
協
議
会
や
社

教
委
員
の
会
議
等
で
よ
り
効

果
的
な
図
書
館
運
営
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

エコライフ講座（信楽町）

広域農道と甲南インター

葛原章年 議員

QA

長
野
バ
イ
パ
ス
に
「
道
の
駅
」
を

地
域
で
の
盛
り
上
が
り
を
み
て

問　

新
名
神
開
通
の
交
通
状

況
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

初
年
度
の
一
日

当
た
り
の
予
想
交
通
量
を
上

回
る
２
万
６
７
０
４
台
の

平
均
通
行
量
が
あ
り
、
甲

賀
・
土
山
IC

で
一
日
平
均

６
２
７
４
台
。
信
楽
IC

で

６
７
１
７
台
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
土
山
SA

、

甲
南
PA

で
も
当
初
の
予
想

を
大
き
く
越
え
た
利
用
者
で
、

た
い
へ
ん
盛
況
で
あ
る
。

問　

信
楽
地
域
に
お
い
て
の

長
野
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

は
。

建
設
部
長　

平
成
20

年
度
に

は
勅
旨
か
ら
国
道
4
2
2
号

の
江
田
・
神
山
交
点
ま
で
の

約
3.2

㎞
の
実
施
設
計
を
終
え
、

用
地
買
収
に
つ
い
て
も
地
権

者
の
方
々
の
ご
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
補
償
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　

長
野
バ
イ
パ
ス
に
「
道

の
駅
」
を
設
置
し
て
は
。

建
設
部
長　

路
線
の
整
備
状

況
や
、
今
後
の
地
域
に
お
け

る
盛
り
上
が
り
な
ど
の
情
勢

を
見
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
の
観
光
拠
点
を
結

ん
だ
観
光
計
画
を
。

産
業
経
済
部
長　

市
総
合
計

画
に
基
づ
き
滞
在
型
観
光
地

の
形
成
を
計
る
た
め
、
各
分

野
と
の
連
携
を
密
に
し
て
策

定
し
て
い
き
た
い
。

藤
井
克
宏 

議
員

Q

A

経済振興特区の
推進は

信楽焼振興に向け

取り組む

問　

国
際
陶
芸
産
業
都
市
特

区
の
取
り
組
み
の
現
状
と
見

通
し
は
。

産
業
経
済
部
長　

海
外
へ
の

販
路
開
拓
事
業
と
し
て
、
去

る
１
月
26

日
か
ら
４
日
間

開
催
さ
れ
た
、
2
0
0
8
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト

フ
ェ
ア
ー
に
信
楽
焼
業
者
５

社
が
出
展
し
た
。
期
間
中

１
万
８
千
人
の
バ
イ
ヤ
ー
と

１
万
社
の
販
売
業
者
が
来
場

し
、
数
社
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

の
受
注
も
あ
り
、
現
在
調
整

し
て
い
る
。
ギ
フ
ト
フ
ェ

ア
ー
を
終
え
方
向
性
も
見
え

て
き
た
の
で
、
更
に
調
査
を

進
め
商
品
戦
略
な
ど
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
北
米
で
の
販

路
を
確
立
し
た
い
。
ま
た
新

た
な
海
外
市
場
へ
の
情
報
発

信
と
販
路
開
拓
を
目
的
と
し

て
、
欧
州
で
の
見
本
市
展
も

計
画
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

に
よ
る
新
商
品
開
発
事
業
も

継
続
し
て
進
め
る
ほ
か
、
陶

土
資
源
確
保
対
策
に
も
取
り

組
む
。
ま
た
信
楽
の
や
き
も

の
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る

た
め
、
国
際
的
な
「
陶
芸
を

テ
ー
マ
と
し
た
芸
術
祭
」
を

開
催
し
「
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー

ト
と
産
業
の
融
合
」
に
よ
る

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
平
成
20

年
度
に
は
、
基

本
計
画
の
策
定
を
行
い
準
備

を
進
め
た
い
。

小松正人 議員

QA

市
民
病
院
は
健
康
の
砦

と
り
で

、
存
続
を

常
勤
医
師
一
名
で
は
病
院
は
無
理

問　

地
域
医
療
の
崩
壊
を
招

い
た
大
本
の
原
因
は
、
医
療

費
を
抑
制
し
、
医
師
の
一
割

を
削
減
し
た
国
の
医
療
政
策

に
あ
る
。
国
民
の
医
療
負
担

を
押
え
、
医
師
を
増
や
す
政

治
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
こ
そ

大
切
だ
。
市
長
の
ご
見
解
は
。

市
長　

国
全
体
の
医
師
を
一

割
削
減
し
た
こ
と
が
、
今
日

の
医
師
不
足
を
招
き
、
水
口

市
民
病
院
も
影
響
を
受
け
た
。

医
師
の
過
重
労
働
を
な
く
し
、

安
心
し
て
働
い
て
頂
け
る
環

境
確
保
が
大
切
で
あ

る
。

問　

水
口
市
民
病
院

を
診
療
所
化
す
る
い

き
な
り
の
条
例
提
案

は
、
議
会
中
に
取
り

下
げ
よ
。
水
口
市
民

病
院
は
地
域
の
健
康

と
福
祉
の
砦
と
し
て

中
間
の
医
療
施
設
病

院
と
し
て
無
く
て
は

な
ら
な
い
。
開
業
医

と
連
携
す
る
「
開
放
病
床
」

を
設
置
し
、
非
常
勤
医
師
を

常
勤
医
換
算
し
て
複
数
常
勤

医
師
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

又
当
直
医
師
に
当
直
手
当
を

充
分
に
増
や
す
な
ど
、
今
す

ぐ
に
出
来
る
こ
と
も
あ
る
。

地
元
医
院
の
協
力
を
得
よ
。

病
院
事
務
部
長　

四
月
か
ら

常
勤
医
師
が
一
名
と
な
り
、

入
院
患
者
が
受
け
ら
れ
な
い
。

今
後
も
引
き
続
き
医
師
獲
得

に
最
大
限
努
力
し
ま
す
。

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

2月
19日
㈫

20
日
㈬

21
日
㈭

22
日
㈮

23
日
㈯

新
名
神
供
用
開
始

25
日
㈪

26
日
㈫

27
日
㈬

28
日
㈭

29
日
㈮

3
月
1
日
㈯

3
日
㈪

7
日
㈮

6
日
㈭

5
日
㈬

4
日
㈫

午前 7:30～8:30
午後５:00～600

（台数）

新名神開通後の長野地域における国道 307号線通行量変化（独自調査）

平成8年の答申のとおり、近くに新築移設が

待たれる水口市民病院

松本昌市 議員

QA

甲
賀
市
温
暖
化
対
策
の
効
果
は

徹
底
し
た
管
理
が
重
要

米国でのギフトフェアー

図書館は地域コミュニティの拠点

一 般 質 問
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一 般 質 問

中島　茂 議員

QA

新
名
神
高
速
道
路
の
課
題

用
地
取
得
へ
の
ご
理
解
を

橋
本
律
子 

議
員

Q

A

自治基本条例策定の
現状は

市民参画のもと22年

制度化

岩田孝之 議員

QA

新
名
神
の
事
故
と
市
内
対
応
は

相
互
に
補
完
し
、
地
域
を
優
先

問　

新
名
神
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
つ
い
て
、
①
甲
賀
町
高

野
か
ら
隠
岐
へ
の
道
路
は
、

②
新
名
神
周
辺
の
土
地
利
用

の
課
題
は
、
③
新
名
神
に
お

け
る
公
害
に
つ
い
て
、
④
三

カ
所
の
イ
ン
タ
ー
の
課
題
の

取
り
ま
と
め
は
。

建
設
部
長　

甲
賀
土
山
線
第

２
工
区
は
県
の
財
政
状
況
と

土
地
取
得
困
難
で
休
止
、
信

楽
道
路
も
用
地
取
得
難
航
。

・ 

市
道
管
の
谷
砂
坂
線
は

市
の
施
行
箇
所
の
用
地
協

力
得
ら
れ
ず
未
着
手
。

・ 

新
名
神
の
整
備
で
影
響

が
で
る
道
路
・
用
水
路
は

整
備
を
進
め
て
お
り
緩
衝

地
帯
以
外
は
完
了
。

・ 

環
境
ア
セ
ス
に
基
づ
き

遮
音
壁
や
排
水
路
等
を
設

け
対
応
、
大
気
と
騒
音
は

３
箇
所
の
監
視
測
定
を
実

施
。

・ 

市
、
滋
賀
県
が
対
応
。

問　

甲
賀
西
工
業
団
地　

産

廃
業
者
の
受
入
拒
否
を
。

市
民
環
境
部
長　

甲
賀
西
工

業
団
地
は
当
初
開
発
さ
れ
た

業
者
か
ら
民
間
の
不
動
産
業

者
に
売
却
さ
れ
昨
年
の
８
月

に
工
業
団
地
、
残
１
区
画
に

産
廃
事
業
者
と
賃
貸
借
契
約

を
締
結
。

　

昨
年
９
月
に
地
域
住
民
か

ら
甲
賀
市
へ
進
出
阻
止
の
申

し
入
れ
が
あ
る
。
契
約
書
特

約
条
項
が
あ
り
誘
致
企
業
に

は
地
元
近
隣
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
産
廃
処
理
業

者
と
の
賃
貸
借
契
約
解
除
に

向
け
て
の
要
請
を
し
て
い
く
。

問　

自
治
基
本
条
例
の
策

定
に
つ
い
て
は
、
広
く
市
民

に
説
明
し
、
さ
ら
に
多
様
な

市
民
参
画
を
視
野
に
入
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
自
治
意
識
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
施
策
は
ど
う
進

め
る
の
か
。

総
務
部
長　

「
市
民
と
行
政

と
の
役
割
の
明
確
化
」
「
住

民
自
治
の
仕
組
の
制
度
化
」

な
ど
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル

と
も
言
え
る
本
条
例
は
平

成
22

年
目
途
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
素
案
作
り
か
ら
市

民
参
画
い
た
だ
き
、
幅
広
い

視
点
か
ら
議
論
を
重
ね
る

の
が
重
要
と
考
え
る
。
自
治

意
識
を
よ
り
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
条
例
や
協
働

指
針
な
ど
の
仕
組
み
を
つ
く

り
検
討
す
る
。

問　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

各
種
団
体
の
育
成
に
つ
い
て
、

ま
た
そ

の
活
動

拠
点
づ

く
り
や

環
境
づ

く
り
を

考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

市
長　

「
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
市
民
」
で
、
市
長
の
立

場
の
私
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
福

祉
事
業
・
子
育
て
支
援
・
自

主
防
災
等
積
極
的
な
活
動
を

展
開
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

点
、
大
変
心
強
く
思
う
。
各

種
団
体
の
育
成
や
環
境
づ
く

り
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
。
20

年
度
に
、
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
を

設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
予

定
。
公
共
施
設
活
用
（
支
所

空
き
部
屋
等
）
を
含
め
検
討

を
加
え
る
。

　

他
に
、
住
民
の
声
を
聞
く

窓
口
設
置
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

問　

新
名
神
の
通
行
量
と
救

急
・
火
災
出
動
件
数
の
想
定

は
ど
の
程
度
か
。

総
務
部
長　

新
名
神
の
年

間

通

行

量

は
、

ネ

ク

ス

コ

西

日

本

の

予

想

で

は

１
万
５
0
0
0
台
で
、
年
間

火
災
件
数
は
３
件
、
救
急
件

数
は
38

件
と
想
定
し
て
い
る
。

問　

新
名
神
本
線
で
事
故
が

あ
っ
た
場
合
、
消
防
タ
ン
ク

車
・
救
急
車
の
セ
ッ
ト
で
６

名
が
出
動
す
る
が
土
山
分

署
、
信
楽
署
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

と
他
の
消
防
署
へ
の
影
響
は
。

総
務
部
長　

上
下
線
方
式
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
１
次

出
動
は
信
楽
消
防
署
と
水
口

消
防
署
土
山
分
署
が
対
応
す

る
。

　

信
楽
か
ら
ポ
ン
プ
車
と
救

急
車
が
出
動
す
る
と
同
時
に

土
山
分
署
か
ら
救
急
車
が
信

楽
署
へ
配
置
転
換
と
な
る
。

同
様
に
土
山
分
署
が
出
動
す

る
と
同
時
に
水
口
消
防
署
か

ら
ポ
ン
プ
車
が
土
山
分
署
に

配
置
転
換
に
な
る
。

問　

甲
賀
市
内
で
の
救
急
や

火
災
等
の
年
間
出
動
件
数
は

18
年
度
で
3
1
5
2
件
あ
る
、

新
名
神
と
市
内
で
の
救
急
・

火
災
の
要
請
が
重
な
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

総
務
部
長　

従
来
の
所
轄
部

署
で
、
火
災
が
重
な
っ
た
場

合
と
同
様
、
消
防
本
部
各
署

が
相
互
に
補
完
し
合
い
体
制

を
整
え
る
。

一 般 質 問

林　

勝
彦 

議
員

Q

A

全国スポレク祭
取組状況は

市、県が連携し

機運盛り上げていく

今
村
和
夫 

議
員

Q

A

支所庁舎
空室公募の現況は

土山・信楽支所庁舎

再度公募をする

問　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
取
組
状

況
と
市
民
へ
の
ム
ー
ド
盛

り
上
げ
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

教
育
長　

全
国
ス
ポ
レ
ク

祭
甲
賀
市
実
行
委
員
会
を

設
立
し
た
。
滋
賀
県
実
行
委

員
会
と
も
連
携
し
、
啓
発

チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

シ
ュ
等
を
作
成
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
配
布
、

広
報
「
あ
い
こ
う
か
」
へ

の
掲
載
や
有
線
放
送
等
を

通
じ
て
市
民
に
広
く
啓
発

を
行
な
い
、
大
会
当
日
に

向
け
て
の
機
運
を
盛
り
上

げ
て
い
く
。

問　

体
育
指
導
委
員
を
今

な
ぜ
大
幅
削
減
を
行
な
う
の

か
。

教
育
長　

体
育
指
導
委
員
は

実
技
指
導
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
施
策
の
企
画
立
案
、

推
進
を
図
る
役
割
か
ら
市
内

全
域
を
広
く
見
渡
す
施
策
の

推
進
を
目
指
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
の
考
え
で
見
直
し

を
行
な
っ
た
結
果
、
五
十
人

体
制
で
活
動
し
て
い
く
事
を

決
意
し
た
。

問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
今
後
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

各
ク
ラ
ブ
で
抱
え

る
課
題
解
決
と
相
互
の
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
甲
賀
市
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
各
ク

ラ
ブ
が
自
主
自
立
を
目
指
す

重
要
な
役
割
を
果
た
す
機
関

と
し
て
、
運
営
に
可
能
な
限

り
の
支
援
を
行
な
う
。

問　

平
成
19
年
４
月　

広
報

「
あ
い
こ
う
か
」
に
て
各
支

所
庁
舎
空
室
利
用
の
公
募
が

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
現
況
に

つ
い
て
問
う
。

財
務
部
長　

土
山
支
所
庁
舎

本
館
に
お
い
て
４
階
、
５
階

６
階
が
応
募
が
な
く
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
土
山
・
信
楽

支
所
庁
舎
空
室
が
眠
っ
て
い

る
。
大
切
な
市
の
財
産

を
「
ど
う
す
れ
ば
使
っ

て
い
た
だ
け
る
の
か
」

の
視
点
に
た
ち
、
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
、
公
募
の
条
件
を
、

緩
和
す
る
方
向
で
検
討

し
、
有
効
に
利
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
取
り

組
む
。

問　

小
中
学
校
適
正
規
模
等

検
討
委
員
会
の
検
討
内
容
は
。

教
育
長　

市
立
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
数
や
学
級
数
、
ま

た
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

移
な
ど
の
現
状
把
握
を
行
い
、

市
立
小
学
校
の
中
で
、
最
も

児
童
数
の
多
い
水
口
小
学
校

と
最
も
少
な
い
多
羅
尾
小
学

校
の
授
業
状
況
や
学
校
長
と

の
面
談
を
と
お
し
て
学
校
規

模
の
違
い
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
等
調
査
を
し
ま

し
た
。
そ
の
現
状
を
ふ
ま
え

小
規
模
校
・
大
規
模
校
そ
れ

ぞ
れ
に
お
け
る
「
児
童
生
徒

の
学
力
面
や
社
会
に
つ
い
て

の
課
題
」
「
教
員
に
よ
る
指

導
面
や
地
域
と
の
連
携
な
ど

学
校
運
営
上
の
課
題
」
に
つ

い
て
整
理
を
行
な
っ
た
。

辻　重治 議員

QA

生
ご
み
堆
肥
化
の
拡
大
を

未
参
加
世
帯
へ
の
啓
発
行
う

問　

家
庭
の
可
燃
ご
み
を
減

量
し
、
二
酸
化
炭
素
発
生
を

へ
ら
し
資
源
循
環
型
社
会
を

目
指
す
た
め
、
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
事
業
の
と
り
く
み
の
実

情
と
今
後
の
方
向
を
問
う
。

市
民
環
境
部
長　

平
成
28

年

度
末
に
は
、
２
万
世
帯
の
参

加
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

現

在

６

２

０

６

戸

で

１
１
１
０
ト
ン
の
集
荷
で
あ

る
。
合
併
時
か
ら
、
戸
数
で

は
１
４
５
％
拡
大
し
た
。
段

階
的
に
は
、
平
成
22

年
度
中

に
、
１
万
世
帯
の
参
加
に
向

け
、
検
討
中
の
地
域
や
、
地

域
環
境
委
員
へ
の
説
明
会
や
、

広
報
誌
で
の
参
加
啓
発
を
実

施
す
る
。

　

旧
町
ご
と
の
不
燃
物
処
理

場
管
理
運
営
事
業
は
、
地
域

に
よ
っ
て
状
況
が
異
る
の
で
、

利
用
動
向
や
問
題
点
を
検
討

す
る
。

問　

水
田
農
業
所
得
安
定
対

策
の
見
直
し
と
、
20
年
産
米

の
対
応
に
つ
い
て

産
業
経
済
部
長　

対
策
要
件

の
暖
和
な
ど
、
農
業
者
、
営

農
組
織
に
徹
底
し
、
支
援
と

育
成
の
確
保
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
乳
白
米
防
止
対

策
は
温
暖
化
に
対
応
し
た
、

植
付
時
期
や
適
期
防
除
な

ど
、

基

本

技

術

の
励
行
に
つ
い

て
ポ
イ
ン
ト
ご

と
に
指
導
を
行

い
、

近

江

米

の

品
質
向
上
に
対

応
す
る
。

スポレク滋賀
PRティシュ

狭少な市民活動拠点

水口消防署土山分署

新名神信楽IC

土
山
支
所
の
空
室
利
用

田植の終った水田
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帝
産
湖
南
交
通
（
帝
産
バ

ス
）
は
、
平
成
19

年
12

月
に

現
在
運
行
し
て
い
る
信
楽
線

に
つ
い
て
、
乗
降
客
の
減
少
、

燃
料
代
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

独
自
で
事
業
継
続
が
困
難
で

あ
る
旨
の
届
出
を
県
地
方
バ

ス
対
策
地
域
連
絡
協
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
交
通
対
策
特
別
委

員
会
は
、
１
月
28

日
当
局
よ

り
現
状
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

甲
賀
市
で
は
、
こ
の
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
う
す
る

べ
き
か
。
地
元
信
楽
地
域
区

長
会
の
意
見
を
聞
き
、
甲
賀

市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
対

応
を
検
討
し
方
針
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
選
択
肢
は
、
補
助
を

し
て
現
行
ど
お
り
運
行
す
る

の
か
、
補
助
を
し
な
い
で
代

替
運
行
を
検
討
す
る
の
か
等

む
つ
か
し
い
選
択
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

関
西
圏
と
中
部
圏
を
結
ぶ
、

大
動
脈
と
な
っ
た
新
名
神
高

速
道
路
は
、
開
通
し
て
二
ヶ

月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

開
通
後
一
ヶ
月
間
の
通
行

量
は
、
当
初
の
見
込
み
を

大
き
く
上
回
り
、
一
日
平
均

２
万
７
６
０
９
台
で
、
予
想

の
２
倍
を
超
す
車
が
利
用
し

ま
し
た
。

　

人
、
も
の
、
情
報
が
行
き

交
い
、
甲
賀
市
が
秘
め
る
そ

の
可
能
性
は
、
は
か
り
知
れ

ず
、
大
き
な
期
待
が
広
が
り

ま
す
。

　

新
名
神
地
域
振
興
特
別
委

員
会
は
、
SA

や
PA

に
関
す
る

課
題
や
新
名
神
高
速
道
路
を

生
か
し
た
、
地
域
振
興
の
調

査
研
究
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
と
り
組
み
と
方

向
に
つ
い
て
委
員
会
で
検
討

し
ま
し
た
。

・
総
合
計
画
に
お
け
る
、
土

地
利
用
・
地
域
振
興
。

・
SA

・
PA

の
実
態
把
握
、
改

善
策
等
の
提
案

・
ア
ク
セ
ス
道
路
関
係
や
甲

南
に
IC

の
早
期
完
成
事
項
。

な
ど
調
査
研
究
し
提
案
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
く
ら
し
や
環
境
が

ど
の
様
に
変
化
す
る
の
か
不

安
も
あ
り
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
両
面
で
の
検
討
も
課
題

で
す
。

　

前
期
の
産
業
廃
棄
物
対
策

特
別
委
員
会
で
は
、
主
に
県

環
境
事
業
公
社
の
施
設
で
あ

る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀

（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
）

の
調
査
を
中
心
と
し
て
工
事

中
の
現
場
を
確
認
し
何
度
も

説
明
を
求
め
て
安
全
を
確
か

め
ま
し
た
。
特
に
異
常
降
雨

時
に
万
一
、
調
整
池
か
ら
雨

水
の
越
流
が
な
い
か
。
汚
れ

が
次
郎
九
郎
川
へ
流
れ
な
い

か
。
魚
を
飼
っ
て
安
全
を
期

す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
前

期
の
ま
と
め
と
し
て
、
①
市

独
自
の
監
視
委
員
会
の
設
置

が
必
要
、
②
市
独
自
の
下
流

の
水
質
検
査
の
強
化
、
③
市

民
に
向
け
た
市
の
広
報
で
安

全
啓
も
う
が
必
要
な
ど
委
員

会
の
意
志
を
議
長
に
届
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

第
一
回
委
員
会
で
支
社
長
よ

り
搬
入
計
画
を
聞
く

　

08

年
か
ら
の
開
業
を
前

に
受
入
れ
見
込
量
が
大
幅
に

減
少
し
、
採
算
が
合
わ
な
く

な
っ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

97

年
度
の
38

万
８
千
ト
ン
が

05

年
度
に
14

万
２
千
ト
ン
に

減
。
受
入
れ
見
込
量
も
年
平

均
６
万
７
千
ト
ン
が
２
万
ト

ン
と
な
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
を
中

心
に
環
境
問
題
に
も
取
り
く
む

　

新
委
員
会
は
活
動
の
方
向

を
絞
り
、
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
等
の
急
速
な
高
度
化
や

拡
大
に
よ
り
情
報
化
は
ま
す

ま
す
進
み
、
市
内
に
お
け
る

情
報
格
差
は
一
段
と
拡
大
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

先
の
特
別
委
員
会
で
は
、

放
送
と
通
信
に
基
本
を
置
く

こ
と
に
理
解
を
得
て
早
急
に

事
業
化
に
向
け
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
情

報
の
一
元
化
を
担
う
事
業
主

体
に
問
題
点
が
見
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

去
る
１
月
23

日
、
新
た
に

構
成
さ
れ
た
地
域
情
報
対
策

特
別
委
員
会
で
は
、
日
々
拡

大
す
る
情
報
格
差
に
対
処
す

る
た
め
、
現
状
把
握
と
事
業

化
の
手
法
に
つ
い
て
第
１
回

目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
内
の
情
報
基
盤
に
お
い

て
は
、
大
手
通
信
事
業
者
が

ほ
ぼ
９
割
近
く
構
築
し
て
お

り
、
不
採
算
部
分
で
あ
る
残

り
を
如
何
に
対
処
す
る
か
が

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
テ

レ
ビ
放
送
は
、
３
年
後
に
は
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
全

面
的
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
も
主
要
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
一
般
化
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
安
定
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
取
得
は
テ
レ
ビ
放

送
が
よ
り
一
般
的
な
も
の
で

す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
基
本
に

す
べ
て
の
地
域
で
対
応
で
き

る
も
の
が
早
急
に
求
め
ら
れ

ま
す
。

５
議
案
を
可
決

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合

議
会
が
３
月
26

日
開
催

さ
れ
、
20

年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
を
は
じ
め

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
、
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
改
正
、
19

年
度

一
般
会
計
補
正
等
５
議

案
が
上
程
さ
れ
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

20
年
度
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
、
歳
出
35

億
５
８
０

０
万
円
で
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
議
会
費
１
０
４
万
円
、

総
務
費
１
億
４
５
万
円
、
衛

生
費
10

億
６
０
０
０
万
円
、

農
林
費
１
５
０
万
円
、
消

防
費
15

億
２
０
０
０
万
円
、

公
債
費
８
億
３
０
０
０
万

円
で
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

９
１
０
０
万
円
で
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
安
井
直

明
議
員
が
組
合
人
事
行
政
の

運
営
状
況
の
公
表
や
消
防
体

制
の
充
実
に
お
け
る
職
員
配

置
の
問
題
を
、
橋
本
律
子
議

員
は
新
名
神
開
通
に
お
け
る

各
種
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い

て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
農
林
予
算
で
は
広
域

分
収
林
の
間
伐
、
枝
打
ち
の

年
次
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

（
文
責
、
村
山
庄
衛
）

◆
一
般
会
計
予
算

　

 

歳
入
歳
出
総
額

（
２
０
２
２
万
円
）

◆
事
業
会
計
予
算

　

 

歳
入
歳
出
総
額

88

億
２
０
０
７
万
円

　

全
国
的
な
医
師
不
足
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
中
、
甲
賀
病

院
に
お
い
て
は
、
産
婦
人
科

の
常
勤
医
師
が
一
名
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
大
学
病

院
・
大
学
院
へ
の
働
き
か
け

に
よ
り
体
制
が
整
っ
た
と
の

報
告
で
し
た
。
救
急
搬
送
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
「
お
断

り
は
し
な
い
」
を
原
則
に
、

ま
た
近
隣
市
・
地
域
医
療
と

の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
に
安

心
安
全
な
体
制
づ
く
り
に
最

大
限
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
19

年
度
救
急
搬
送
者

　

２
万
８
２
７
５
人

◆
一
般
質
問

①
甲
賀
看
護
専
門
学
校
の
現

　

状
と
今
後
の
あ
り
方
は

②
甲
賀
看
護
専
門
学
校
の
今

　

後
の
経
営
に
つ
い
て

（
文
責
、
橋
本
律
子
）

交通対策
特別委員会

信
楽
・
石
山
を
走
る

帝
産
バ
ス
の
運
行
が
困
難

新名神
地域振興
特別委員会

高
速
道
路
と
ま
ち
づ
く
り

環境・廃棄物
対策特別
委員会

産
廃
施
設
と

環
境
問
題
中
心
に
調
査

特別委員会・組合議会の動き特別委員会・組合議会の動き

地域情報化
推進特別
委員会

地
域
情
報
格
差
の
是
正
と

情
報
の
一
元
化
に
向
け
て

甲賀広域
行政組合
議会

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
へ

公立甲賀
病院組合
議会

平
成
20
年
度　

公
立
甲
賀
病
院
組

合
予
算
認
定
さ
れ
る

快適な新名神高速道路

第一回環境・廃棄物対策特別委員会

砂防工事が完成した鮎川分収林

進学（1名）

総数
147名

湖南・甲賀市内
（81名）55％
湖南・甲賀市内
（81名）55％県内

（41名）
28％

県外
（24名）
16％

甲賀看護専門学校　　　
　　　卒業生の就業状況
（平成15年～平成19年）

　

な
お
、
最
終
決
定
は
、
滋

賀
県
地
方
バ
ス
対
策
地
域
連

絡
協
議
会
に
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
市
の
財

政
事
情
も
考
慮
の
う
え
、
ど

う
す
べ
き
な
の
か
、
地
元
の

意
見
も
よ
く
聞
き
慎
重
に
対

応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

調査日 信楽→石山 石山→信楽 計

H19.11.24 ㈯ 166 136 302

H19.11.25 ㈰ 152 129 281

H19.11.26 ㈪

285 232 517

160

（甲賀市内）

125

（大津市内）

23

（甲賀市内）

209

（大津市内）

183

（甲賀市内）

334

（大津市内）

実 態 調 査 結 果
単位：人地域情報基盤のイメージ

より精密な診断へ

最新鋭64列マルチスライス

CTスキャナー導入
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編
集
■
広
報
特
別
委
員
会
発
行
■
甲
賀
市
議
会

Vol.10

編 集 後 記編 集 後 記
▶新緑の山並みを走る快適なハイウェイ、

中部圏と関西圏を結ぶ待望の大動脈、新名

神高速道路が2月に開通しました。

　開通後の高速道路の利用台数は当初予

想をはるかに上回る状況であり、今後の甲

賀市の観光誘致、産業振興、企業誘致など

経済波及効果が期待されます。

　今号は平成20年度当初予算をはじめ3月

定例議会の審議内容を中心に編集いたしま

した。

　ご意見等お寄せ下さい。

　（広報特別委員会副委員長　林　勝彦）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

甲賀の
シリーズ❷味

　雅やかな斎王による禊ぎや平安時代の絵物語を再現する第11

回「あいの土山斎王群行」が、３月30日、挙行されました。あいにく

の雨模様で東海道筋の群行は中止となりましたが、多数の市民や

アマチュアカメラマンが見守るなか式典が執り行われました。今年

の斎王は、甲賀町の廣岡弘美さん。表紙の写真は、童女（わらめ）と

一緒に群行す斎王。（撮影は、山岡光広）

目

カメラの

　

の
食
材
、
栄
養
豊
富

旬旬

千枚漬の作業風景

　

水
口
町
で
は
、
宇
川
天
満

宮
の
お
祭
り
が
４
月
25

日
に

催
さ
れ
、
お
客
様
や
親
戚
に

も
て
な
し
の
御
馳
走
と
し
て

作
ら
れ
る
押
し
寿
し
が
「
宇

川
ず
し
」
で
す
。
木
箱
を
使

い
押
し
ま
す
が
、
明
治
以
前

の
古
い
寿
し
箱
が
残
っ
て
お

り
、
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ

て
い
る
伝
統
の
あ
る
豪
華
な

押
し
寿
し
で
す
。

　

当
日
の
朝
の
食
卓
に
し
っ

か
り
と
押
し
の
き
い
た
色
鮮

や
か
な
寿
し
が
大
皿
に
盛
ら

れ
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

全
国
寿
司
米
業
界
で
一
位

に
な
っ
た
日
本
晴
の
寿
し
め

し
、
出
世
魚
の
鰤
（
ブ
リ
）

の
酢
漬
け
、
朝
掘
り
の
旬
の

竹
の
子
と
し
い
た
け
の
甘
辛

煮
、
水
口
特
産
の
か
ん
ぴ
ょ

う
の
持
ち
味
が
し
っ
か
り
と

し
み
込
み
、
菜
山
し
ょ
う
の

新
芽
の
風
味
が
な
ん
と
も
言

え
な
い
逸
品
で
す
。
宇
川
を

離
れ
た
人
達
も
こ
の
時
期
に

は
、
こ
れ
を
食
べ
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
、
時
に
は
送
っ
て
欲

し
い
と
頼
ま
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

最
近
富
に
有
名
に
な
り
、

色
々
な
場
面
で
紹
介
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
旬
の
食
材
を
利
用
し

て
、
栄
養
豊
富
で
、
色
彩
よ
く
、

見
た
眼
に
も
食
欲
を
そ
そ
り
、

日
保
ち
も
す
る
祭
り
の
寿
し

を
考
え
出
し
た
知
恵
に
は
感

服
し
ま
す
。

　

地
元
の
人
達
に
は
末
長
く

伝
統
の
味
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

材　　料

米…日本晴

だし

あわせ酢

具…かんぴょう（水口産）、塩鰤（寒ぶり）、

タケノコ（地元産朝掘り）、干しいた

け、乾燥ゆば、木の芽（新芽）、竹の

皮（防ふの役目もある）

❶塩ブリは、前日に少さく切り酢につけ

ておく

❷あわせ酢で寿しめしを作りさましておく

❸かんぴょうはみじん切りにし、竹の子、

しいたけと味付けし煮る

❹木箱に竹の皮を敷き、寿しめしを均等

に敷き詰める

❺ぶり、しいたけ、竹の子を１セットに

して均等に置く

かんぴょうを寿しめしが見えないよう

に、スキ間に敷き詰める

乾燥ゆばを適当に散りばめ、木の芽を

のせる

❻❹❺を繰り返し、木箱の上まで重ねていく

❼重しをかけ一晩押す

❽一層づつ取り出し、一切れに、ぶり、

竹の子、しいたけ、木の芽が有るよう

に切る

※木箱の大きさにより６層〜８層が漬け

込め一層で 10 切、８切、12 切れと

なる

宇川ずし

宇川ずし レシピ

242008.5
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